
2 −はびきの　2018.2.1−

面積…26.45k㎡

人口…112,719人（前月比 ▲40）

　男…  53,689人

　女…  59,030人

世帯…  49,743

　（平成29年12月31日現在）
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に表現したもの。鳥のはばたきのような市の雄飛と
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●音声版「声の広報」は市ウェブサイトから
　ダウンロードできます。
●今月の表紙
　春の到来を告げる梅の花。 春は名のみで
寒い日が続きますが、冷たい空気の中、凛と
咲く梅の花の姿に季節がやわらいでいくの
を感じることができます。

　梅のつぼみもまだ堅い２月、子どもたちは３学期も半ばを迎えています。

本市では今年度も、子どもたちに自学自習の場を提供する２つの市独自の

事業を実施してまいりました。「はびきの中学生 study-O」にはこれまでに

東西教室あわせて延べ 1,025 名が参加、また夏休みの小学校で実施した

「はびきの夏スタ！」（全14小学校各２日間実施）には、延べ737名が参加

してくれました。

　情報化やグローバル化が一段と進展する時代、教育のあり方は「より多

くの知識と決まった正解を教え込むこと」から、「自ら思考する力・表現

する力・判断する力をはぐくむこと」への転換が求められています。

　2014年、当時17歳でノーベル平和賞を受賞したマララ・ユスフザイさん

の父、ジアウディンさんは、子どもの育て方の秘訣を尋ねられたときこう

答えたそうです。「私が何かしてあげたのではなく、あることをしなかった

おかげでしょう。彼女の『翼』を切り取らなかった…それだけです。」と。

　これからも、子どもたち一人ひとりが持つ個性、能力を信じ、尊重し、

多様な選択ができる環境づくりを大切にしたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羽曳野市長　北川 嗣雄

豊かな人間性をはぐくむために

　 J : COMチャンネルの地域情報番組
「ジモト満載  えぇ街でおま！」の生放送

に出演し、原商工会会長、金銅河内ワ
イン社長らとともに本市の魅力をＰＲ
してまいりました。
　同日 L I C はびきので開催の世界遺産
登録応援イベント「古墳 DE るるる」
と中継を結んだ放送となりました。

関西一円に“羽曳野の魅力”を発信！

・・・・・

夏スタ！ 中学生 study-O
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